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Ⅰ．はじめに
　本学では基礎教育科目に「茶道文化」を２年間にわたり、合計４単位必修で履修することになって
いる。日本文化の理解が「茶道文化」の修得を通してなされているということであるが、できれば茶
道文化以外の他のジャンルの理解を通しても深められることが望ましいと考えられた。
　特に英語科においては、異文化理解という学習がなされているので、その異文化を理解するため
にも、自国の日本文化の理解は欠かせないものである。このような趣旨・目的から開設された科目
であるが、どのような日本文化の分野を取り上げ、どのような内容をどんな方法で授業すれば効果
を上げ得るのか工夫が必要であり、昨年度実施の反省もふまえながら改善策を考えた。また、学生
が日本文化に対して、どの程度の興味・関心をもち、どの程度の理解であるかも調査し、その結果
をふまえて授業計画することに努めることにした。
　さらには、受講生が受講した分野について理解するだけではなく、それぞれ他の分野についても、
理解を深めるための発表会を設けているが、どのような形式の発表会が有効であるかも検討を加え
ることとした。もっと拡充して、日常的に学内の情操環境を高める方法の一つとして、毎週の日本
文化研究の授業の成果である作品を展示や掲示することにした。この華道・書道・折り紙の作品展
示や掲示については記録をとり、学内の情操環境の整備による学生の変容の面から研究Ⅱとして 21
年度に取り組み、結果を公表したいと考えている。
　
Ⅱ．研究の目的及び方法
　調査の目的
　教養科目「日本文化研究」の授業を充実させるということを第一目的とし、具体的な目標を掲げて
調査研究に取り組んだ。
２　調査の方法
　教養科目「日本文化研究」は平成 19 年度後期から開講された科目であるが、これまで３回調査を
した。１回目は 20 年１月末（１９年度授業終了時）、２回目は 20 年 10 月（20 年度授業開始時）に調査、
3回目は 21 年１月末（授業終了時）に受講生を対象に調査をした。
(1)	調査１(20.1)	受講学生の受講後の調査
		①受講分野を選んだ理由　②受講して学んだこと　③今後の受講希望（1年生～次年度でも受講希望するか
　2年生～社会人になっての学び）　④その他（･授業改善意見　・日本文化の特徴の理解　･受講感想）
(2)	調査２（20.1）授業担当講師の反省及び意見の集約
		①学生の受講態度について　②授業内容について　③教材 ･教具について　④学習成果の発表の場
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について　⑤その他
（3）調査 3(20.10)	受講学生の受講に対する期待の調査
　①「日本文化研究」が開設された目的の理解について　②日本文化学習への期待について
　③授業の方法等の要望について　④日本文化の得たい知識の内容について
（4）調査４（21.1）受講学生の受講後の調査
　①受講した感想　②日本文化研究の深まり　③日本文化研究の学習の継続について
　④授業改善への要望について
（5）調査 5（19.4）インターネットを利用して公開している ｢日本文化｣の授業調査
　①講義形科目の日本文化 ( 研究 ) のシラバスの情報取得	　②演習形科目の日本文化（研究）のシラ
バスの情報取得	　③日本文化の分野等の情報収集	　④日本文化の特徴等の情報収集
Ⅲ．結果及び考察
（！）調査結果
1）調査対象：英語科 1年必修科目　2年生選択科目　　（履修者数）　	表１
分野 華道 書道 和服 琴 折り紙 香草 囲碁 合			計
年度 19 20 19 20 19 20 19 20 19 20 19 20 19 20
1 年 10 15 19 24 8 4 6 13 12 14 11 15 66 85
2 年 6 8 6 4 2 7 3 4 6 12 1 9 24 44
合計 16 23 25 28 10 11 9 17 18 26 12 24 90 129
2）受講生の受講後の調査 (20.1)
　１・受講した文化のジャンルを選んだ理由　（選択者数）　　　　　　　　表２−１
華道 和服 香草 琴 書道 折紙 合計
ア　興味・関心が強かったから 7 5 6 7 15 12 52
イ　以前少し経験したことがあったから 1 2 6 3 12
ウ　未経験のことを経験してみたかったから 8 3 6 2 3 1 23
エ　その他 1 2 3
２．受講して学んだこと　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　表２−２
分野 回答で多かった記載内容
華道 ・花の生け方・花の名前やいけ方・花の飾り方・バランスの大切さ・礼儀の大切さ
和服 ・着物の種類や名前・着物の着方やたたみ方・自分で着られる・ＴＰＯで使い分け
香草 ・ハーブの種類や名前・香草の様々な使い方・香草の効用・楽しい製作
琴 ・一曲弾けるようになった・日本の音楽文化・演奏できる喜び・楽譜が読めて弾ける
書道 ・書道の日本と中国の違い・楷書と行書・カタカナひらがな連綿等の書き方・書の道具
折紙 ・創る楽しさ美しさ面白さ・折紙のいろんな種類・中国折紙との違い・国際交流に役立つ
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３．１年生は 2年でも受講希望するか　　（回答者数）　　　　　　　　　　表２−３
華道 和服 香草 琴 書道 折紙 合計
ア　2年生でも受講したい 8 5 10 3 15 9 50
イ　2年生で受講しようとは思わない 1 1
ウ　2年で受講するか今は不明 2 3 1 3 4 2 15
　　2年生は卒業後も機会があれば日本文化について学びたいか　（回答者数）　表２−４
華道 和服 香草 琴 書道 折紙 合計
ア　社会人になってからでも受講したい 4 2 1 2 3 5 17
イ　社会人になってからの受講は考えない
ウ　社会人になって受講するか今は不明 2 1 3 1 7
４．授業改善についての意見
華道―花の種類を増やしてほしい。一人で一つ活けたい。花言葉なども知りたい。準備や後片付
けを皆で協力する。和服―今のままでよい。時間を増やしたらよい。前期もするとよい。香草―
実習というような体験学習がよい。琴―実際の実践練習を多くする。書道―ペン習字の書き方も
習いたい。折紙―時間を増やしてほしい。
５．日本文化についての特徴　
華道−作品を複雑なデザインや形ではなくシンプルな形で表現する。観る人の気持ちを考えて美
しく楽しいものに。和服―日本文化の特徴は ｢静｣　日本文化はシンプルで自然にやさしい　自分
の思いを何かの形で表現する。香草―わび、さび等の世界で繊細な表現　琴―日本文化は ｢和｣の
精神と思う。書道―正座して行うことが多く「静」の修行　折紙―美しさに品があり細やか。色使
いに四季を意識している。
６．受講の感想
・丁寧に楽しくできるようになりたいと思った。〔折〕・香りのいろいろな効能を知ることができた。
〔香〕・華道は奥が深く経験を通して学ぶセンスが大切だと思った。・先生のちょっとした手直しで
素晴らしい作品になった。・自分で着れるようになりとてもうれしい。帯が結べるようになってよ
かった。・日本と中国では書に違いがあることがわかった。印鑑をもらってうれしかった。・一曲
でも弾けるようになってとてもうれしかった。1年生や留学生と交流ができてとてもよかった。
3）授業担当講師の反省及び意見の集約（20.1）
１．学生の受講態度についての感想・意見　　　　　　　　　　　　　　　表３−１
華道 熱心で真面目に取り組んでいた。行儀がよくない。指導するに時間がない。
和服 講義は熱心にノートをとっていた。実技もまじめに取り組んでいた。
香草 留学生は言葉の壁があり初めから聴こうとしない学生がいた。欠席届けを出さない者がいた。
琴 素直な性格の学生ばかりで授業がしやすかった。
書道 　先生が学生の中に入って熱心に指導されたので、学生も指導によく従っていた。
折紙 全員真面目であった。歴史は理解が難しい。資料配布したが専門用語等で苦労した。
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２．授業内容についての感想・意見
　(1) 全ジャンルを通しての授業計画・準備について（日本文化その分野の①特色・歴史・基本精神・
　　②道具　③基本実技　④発展　⑤英語で紹介　⑥実技発表）　　　　　　　　　　　　　　表３−２
華道 留学生が多いので実技中心の授業（時折の説明に、基本精神も加味されていた。）自然観察・野草を採集して活ける
和服 着物の歴史・種類、帯の知識、調和、基本実技など計画した。第 1回目は全体での講義にすることも可能だと思う。
香草 カリキュラム内容を伝えることで精一杯で、英語での紹介まではいけない。
琴 講義の前半は三曲慨史・琴・三味線・尺八の模範演奏とCDを聴く。
書道 練習前に基本的なことを指導され、成果がみられた。
折紙 歴史から初めて、基本・記号・やり方と進めた。
　(2) 担当したジャンルの授業計画・準備について　　　　　　　　　　　　　表３−３
華道 先生と助手の方まで来て指導していただき、よく準備もなされていた。実技は結構早くできるが基本が十分ではない。
和服 茶道大会に着物を貸し出し返却が遅れたので、少し授業が遅れた。実技と講義のバランスがよかった。
香草 多くの香草は外国からのもので、その説明の部分が多くなった。実習を多くして身近で楽しく香草と関われるとよい。
琴 説明や鑑賞には興味が薄かったようである。演奏の実技で自信がついたようである。
書道 学生数分の手本を書いて準備しておられた。
折紙 15 回の授業細案はファイルにして提出
３．教材・教具についての感想・意見　　
　(1) 指導用（教師用）の教材・教具　　(2) 学習者に必要な教材。道具　　　　表３−４
華道 花代だけ（花器と鋏は小笠原流本部より送ってきた） 先生が自宅から生花の材料を持ってきておられた。
和服 十分　図書館の本が少ないので 20 年度も同程度の予算を。 学校で揃う。和服の数に限度、15 名以上は無理で残念
香草 特殊なものが多く教材教具は自己のものを使った。 一般用品は購入特殊なものは講師が納入
琴 用具は十分 楽譜はコピーを使用　爪と絃が必要
書道 先生の個人用のもので済まされた。 学生数分の手本を書いて準備しておられた。
折紙 折紙・陶芸紙・鋏・糊 鋏・糊（留学生はほとんど持っていない）
4．学習の成果［作品など］の発表の場についての感想・意見	 　　　　　表３−５
華道 だいたいうまくいき学生は満足していた。発表の場所が狭かった。
和服 半幅帯を皆の前で結ぶのを観てもらえばよかった。発表会は全員がんばりました。
香草 学生自身がどの程度理解し発表できるか、確認の意味であえて、助け舟を出さなかった。
琴 合同発表はよかった。みんなの前での発表の経験が大切
書道 発表の場として展示したのはよかった。
折紙 発表は数人の作品しか展示できなかった。
５．その他 (1) 各ジャンルに常勤教員がつきましたが、連携等はどうでしたか。　　　　　　　
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(2) その他の感想・意見　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　表３−６
華道 留学生も多いし説明も必要なので、教員がついている必要がある。花代もかさむし最大 20 名
和服 きめ細かな連絡があり助かりました。後期のみでは時間が足りない。前期からすれば茶道大会にも着装できる。
香草 連絡事項やコピーは有難かった。興味がない学生には 90 分 15 回は苦しい。道具は教室に保管してほしい。
琴 第 3合同室が 3時限に空いていて準備できて、授業がしやすかった。
書道 毎回授業の始めに連携を図ってうまくいった。先生が学生のことを考えて熱心に指導されてありがたかった。
折紙 時間不足でもっと学びたいとの声がある。授業前に教室の整理整頓をしなければならなかった。
４）受講生の受講に対する期待 (20.10)
１．「日本文化研究」が開設された第一の理由（目的）は何か。（○を一つつける）表４−１
華道 書道 和服 琴 折紙 囲碁 合計
ア　茶道文化以外の日本文化についての学習をする場とする。 7 5 1 3 7 4 27
イ　日本文化について学び、日本文化について考える場とする。 3 2 5 3 6 5 24
ウ　外国人に日本文化を紹介し説明できるようにするため学ぶ。 3 4 2 6 15
エ　日本の伝統文化を後世に継承するために日本文化を学ぶ。 2 1 4 2 2 11
オ　自分の趣味・特技を広げるために日本文化を学ぶ。 6 13 7 4 13 43
21 25 10 17 25 22 120
２．あなたは日本文化の学習で何を期待しますか。（２つ選択してもよい）　　　表４−２
華道 書道 和服 琴 折紙 囲碁 合計
ア　日本文化の誕生及び歴史についての（知的）理解 2 1 4 7
イ　日本文化の基礎・基本についての技術的理解 12 12 7 4 8 14 57
ウ　日本文化についての応用・発展面の知識・技能の習得 10 13 4 7 15 14 63
エ　日本文化Ａに関連して多くの文化についての学習 2 9 4 8 3 5 31
オ　日本文化に共通の精神的な面の修得 3 3 2 1 2 11
29 38 15 21 31 33 167
＊この科目の授業は１・2年合同の授業で、しかも留学生と日本人学生が一緒に学ぶ本学で唯一の授業です。
３．どのような授業を望みますか。（望ましいと思う項目に○・複数可）表４−３
華道 書道 和服 琴 折紙 囲碁 合計
ア　１・2年生が共同学習できるようにしたい。 6 4 4 3 8 3 28
イ　留学生と日本人学生が協力して学習できるようにしたい。 14 15 5 13 17 18 82
ウ　1・2年生が別々のグループ学習がよい。 1 2 1 2 6
エ　留学生と日本人学生は別々のグループ学習がよい。 2 3 1 6
オ　全くグループは作らず個人別で学習する方がよい。 3 2 1 1 7
カ　日本に限らず世界的視野から日本文化を視る授業にしたい。 4 5 4 4 8 25
28 30 13 17 33 33 154
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４．履修する分野に関連して、どんな分野の文化に知識を得たいと思いますか。　　表 4− 4
　　《紙面の都合で省略》
５）平成 20 年度受講生の受講後の調査	＊調査集計人数　日本人：33 名　留学生：87 名　計 120 名
																			調査結果の数値は％で表す。( 無答があり 100％でない部分がある。)
①受講した感想　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　表５−１
華道 17 書道 27 和服 14 琴 16 折紙 24 囲碁 22 全体 120
日４ 留 13 日 7 留 20 日 12 留 2 日 3 留 13 日 5 留 19 日 2 留 20 日 33 留 87
ア　楽しく有意義な学習ができてよかった 50 69 100 65 67 100 33 8 40 68 50 45 70 54
イ　楽しみながら学習ができてよかった。 50 15 25 33 67 31 60 21 50 25 30 34
ウ　授業内容は理解できて勉強にはなった 5 8 11 15 8
②　日本文化についての理解や認識は深まりましたか。　　　　　　　　　　表５−２
華道 書道 和服 琴 折紙 囲碁 全体
日 留 日 留 日 留 日 留 日 留 日 留 日 留
ア　文化の背景や歴史の理解が深まった 50 31 57 35 50 20 21 5 52 20
イ　文化についての興味・関心が高まった 50 15 43 25 83 50 67 8 80 37 50 45 42 29
ウ　基本的なことの理解はできた 38 35 17 33 38 42 50 30 6 36
エ　あまり理解できなかった 5 5
オ　その他（ 1
③　この講座で学習したことについて、今後も学び続けたいと思いますか。表５−３
華道 書道 和服 琴 折紙 囲碁 全体
日 留 日 留 日 留 日 留 日 留 日 留 日 留
1)　ぜひ学び続けたい 75 23 71 40 67 50 60 32 50 25 70 32
2)　できれば学び続けたい 25 46 45 33 50 100 38 47 50 20 18 49
3)　学び続けるかもしれない 8 29 10 40 21 30 12 19
4)　学び続ける気持ちはない
④　上記	1) ～ 4) を選んで回答した理由は何ですか。　　　　　　　　　　　　表５−４
華道 書道 和服 琴 折紙 囲碁 全体
日 留 日 留 日 留 日 留 日 留 日 留 日 留
ア　楽しく学べ有意義だったので 75 54 100 50 83 100 67 8 80 42 50 35 82 40
イ　学んだことを自分の趣味にしたいので 25 31 45 17 23 58 50 30 12 38
ウ　期待したほどのことがなかったので 8 15 5
エ　その他（ 20 3 17
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⑤将来余裕ができたら、習って自分の趣味としたいものがありますか。　　表５−５
日本人学生 留学生 全体
趣味にしたいものがある 25 人 76％ 55 人 63％ 80 人 67％
趣味にしたいものはない 4 12 14 16 18 15
無答 4 12 18 21 22 18
(2) 受講した分野の授業を充実したものするには、どうしたらいいでしょうか。　　表６
華道 書道 和服 琴 折紙 囲碁 全体
日 留 日 留 日 留 日 留 日 留 日 留 日 留
ア　文化の誕生や歴史など知識面の充実 50 23 14 35 67 8 26 10 45 23
イ　他分野との関係などの詳しい説明 8 29 10 8 40 26 15 12 14
ウ　基本事項を確実に徹底して教える 25 15 29 5 83 20 11 50 30 18 13
エ　応用面や発展面の指導があるとよい 25 15 14 30 17 8 32 10 12 20
オ　その他（ 33 40 50 12
文章回答部分の記載内容
１．「日本文化研究の授業をもっと充実したものにするためにはどうしたらよいか」に対して
　①もっと活動する時間を確保するために前期からするとよい。（囲碁）
　②もっと多くの経験を積めるようになるとよい。（折り紙）
　③もっと練習時間がほしい。（琴）
２．「日本文化」全般についての感想
　(1) 華道受講者
　①日本人なのに日本文化について何も知らなかったと思いました。もっと興味をもって学んでいきたい。
　②伝統文化を受け継いで大切にすることは素晴らしいと思います。
　③とても興味を持つことが出来てもっと学びたいと思った。２
　④日本文化の授業で日本の歴史やいろいろなことを学び、楽しい気持ちでいます、それに面白いです。（留学生）
　(2) 書道受講者
　①知っているようで知らない知識も多かったので、学べてよかった。
　②書道の歴史なども学べたので、字を書くときに一字一字考えて書くようになった。
　③書道をしていて、気持ちにゆとりができ、日本文化は心が安らげる素晴らしい文化だと思った。
　④外国人として日本文化を学んで、日本での生活を楽しみながらできたらいいなあと思った。( 留学生 )
　⑤日本文化の背景や歴史について理解が深まった。（留学生）
　(3) 和服（着付け）受講者
　①着付けができると将来にも役立つのでよかった。
　②普通はなかなか学べないことなので、茶道と関連して学べてよかった。
　③すごくいい経験になり、学んだことが役に立つので習ってよかったと思いました。
　④英語科は海外に眼を向けることが多いのですが、このように日本の伝統文化を学ぶことはいい機会でした。
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　⑤日本文化を通して日本の習慣と歴史について理解が深まった。（留学生）
　(4) 琴受講者
　①他の授業と違って楽しめました。
　②琴はかなり難しくて何度もやめたくなったけど、続けてよかったと思いました。
　③琴にとても興味をもつことができました。
　④ 15 回の授業で簡単な曲は演奏できるようになったので、すごくうれしかった。（留学生）
　(5) 折り紙受講生
　①折り図を見て折るのが苦手でしたが、習って折れるようになりうれしかった。時間があるときは自分で折り
　　たい。
　②毎回いろんな作品ができて、様々なものが折れるのだと感心しました。よい経験で楽しかったです。
　③折り紙がこんなに奥が深いと思っていなかったので、とても勉強になりました。毎回の授業は楽しかった。
　④日本文化は複雑で礼儀もあります。でも日本文化の理解や認識が深まるから面白いです。( 留学生 ) ４
　⑤面白いです、ぜひ学び続けたいです。（留学生）５
　(6) 囲碁受講者
　①今まで日本文化にふれる機会が少なかったので、今回体験できてよかった。
　②今まで思っていた考え方が変わり、とてもよかった。新しい趣味の分野も広がり、見る目も変わった。
　③楽しく有意義な日本文化が学べてよかった。（留学生）
　④授業によって、日本文化の理解が深まっていった。（留学生）
６）インターネットによる ｢日本文化（研究）｣シラバスの情報収集
A	講義形のシラバス　M大学の場合　1年後期 2単位選択
①日本人はどこから来たか　②縄文文化と弥生文化　③渡来文化の伝来（ものと精神）　④佛教と日本人 (1)　
⑤貴族社会と武家社会　⑥武家と民衆の文化　⑦町人文化の発展　⑧佛教と日本人 (2)　⑨まちの文化 (1)　⑩
まちの文化 (2)　⑪むらの文化　⑫西洋文化の受容と伝統文化 (1)　⑬西洋文化の受容と伝統文化 (2)	⑭文化を守
り育てる　⑮ポスターの提出と発表
B演習形のシラバス　I短期大学の場合 1年　和装の文化Ⅰ　1単位　和装の文化Ⅱ　1単位
＊実技中心であるが、その中に帯 ･着物の種類、結び方の由来 ･歴史なども含む。
和装の文化Ⅰ ( 前期 )　①授業に必要な下着 ･小物の選び方、準備物の説明、きものの歴史　②タオルで帯下締
製作　ゆかたのたたみ方　③ゆかたの着付けのポイント　④ゆかたの着付けと半巾帯の結び方　④長襦袢 ･着
物の着付けと半巾帯　⑤ゆかたと半巾帯の復習
和装の文化Ⅱ ( 後期 )　①きものの着付け　②人の着付け
C参考：本学日本文化研究・分野「書道」の場合
①書道の歴史　②書の道具　③基本実技１～７《道具の使い方・楷書・行書・まとめ・かな・応用・ペン字》
④発展実技１～３（仮名まとめ・漢字仮名交じりの書まとめ・ペン字まとめ）⑤実技のまとめ・実技評価）
（２）調査結果の分析～結果から読み取れるもの
１）20 年 1 月の調査結果を読む。
①　履修する文化の分野については、未経験の分野ジャンルを選ぶよりも、少しでも経験したこと
のある分野や興味 ･関心の強かった分野を選択している。
②　受講して学んだこととしては、日本文化の歴史的な内容とか基本精神という知識理解面よりも、
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各分野の具体的な基本実技の習得を学んだと実感としている。
③　1年生（必修科目）が 2年次（選択科目）に履修する意志は結構高く表明していることを考えると、
日本文化に対する興味関心を高める役割はよく果たされていると判断される。
　　2年生についても、卒業後に機会があれば日本文化について学びたいという学生が非常に多い結
果になっていることも、授業目的をほぼ達成している証といえる。
④　日本文化の特徴についての理解が、①美をシンプルな形で表現し、自然にやさしい。②日本文
化の美を動の美より静の美という観点でとらえている。③日本文化は繊細で和の精神を大切にす
る、ととらえている。
⑤　留学生の感想としては、同じ書であっても日中で違いがあることを発見し、学ぶ過程で一・二
年生の交流や日本人学生との交流ができることを有益ととらえていた。
２）20 年 1 月の調査結果を読む
①　担当講師の授業の感想からは、まじめに受講する学生という印象を持ちながらも、一部にまじ
めさに欠ける学生もいた。その原因としては留学にとって言葉の壁があり、聴こうとしない者や
専門用語に理解困難を感じていることが考えられる。
②　授業内容については、日本文化の特色、歴史、基本精神などの授業ももう少ししたいと思いな
がらも、言語能力の低さから無理と感じて実技と講義のバランスを考えながらも、実技中心の授
業になっていた。
③　授業の準備や展開については、常勤教員の授業補助の役割がよくなされ連携がとれていて、授
業がしやすい教室環境になっていた。
④　指導用の教材 ･教具については、担当講師が随分工夫して授業をされ、さらに学校にない教材
教具については講師の善意で、私物を無償で提供されていることがわかった。
⑤　学習成果の発表の場としては、華道と書道と折り紙については毎回の発表の場があったが、そ
の他の分野では教室内での披露はあっても教室外での発表ができていなかった。
３）受講生の受講に対する期待の調査結果を読む (20.10)
①　最も期待度が高かったのは、自分の趣味 ･特技を広げるためということで、日本文化を継承す
るために学ぶという意識は低かった。
②　授業での学習内容の期待としては、日本文化の応用 ･発展面の知識 ･技能の習得の期待が高く、
日本文化の基礎 ･基本の理解という面も高かった。これは自分のためという意識からは当然の帰
結であって、日本文化の誕生の歴史的なことや、日本文化に共通する精神を学びたいというとこ
ろには考えが薄いと言えそうである。
③　授業の方法についての期待としては、1･2年合同そして日本人と留学生の合同授業ということで、
他学科にはない共同学習ができるようにしたい期待感が強かった。
４）受講した感想から読み取る。（21.1）
①　楽しみながら学習できてよかった 34% ,　楽しく有意義な学習ができてよかった 54％で、非常に
高い好感度をもって学習がなされたといえる。（表５−１）
②　言語面で学習に困難を感じる留学生もいたはずであるが、受講したくないというような否定的
なうけとめ方をする学生がいなかったことは、授業内容や方法がよく工夫されて実施されていた
と言う証だと思う。
	③　日本文化への深まりについては、基本的はことの理解はできた 36%、興味関心が高まった
29% , 文化の背景や歴史が理解できたが 20%で、認識の深まりが高かったといえる。（表 5- ２）
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④　日本文化についての認識の高まりはあったものの、今後の学びという面ではぜひ学び続けたい
は 25%にとどまり、できれば続けたいも 39%と合わせて半数程度であるが、現代若者気質から考
えればこれでも高いといえるのかもしれない。
⑤　授業の充実のための改善についての意見としては、文化の誕生や歴史などの知識面の充実を
23%が挙げているが、留学生の言語の理解能力の関係で難しい。次に文化の応用 ･発展的な活動
の指導 20%挙げているが、受講生に差があり、いくらかの経験者から全くの無経験者までいるこ
とを考えると、基礎 ･基本の徹底を重視せざるを得ない。
５）自由記述の感想から授業の在り方の参考としたい記述
①　もっと時間がほしい。（・もっと練習の時間を・前期から通年科目にしたら）
　確かにもう少し時間をかけて、基礎基本だけではなく応用発展的な内容まで学びたいという改善
要望は分かるが、カリキュラムの全体的なバランスもあり、これで完結する科目ではなく応用発
展へと進むための基礎基本を学ぶ科目という理解でありたい。
②　日本文化について何も知らなかったと思いました。もっと興味を持って学んでいきたい。
　文化についての興味を持たせることができれば、以後の学習は卒業後でも自主的に取り組んでい
ける場（社会教育）があり、学校ではその基礎基本の学習が徹底できればよいと考える。
③　具体的な受講の効果例
　　ア書道の歴史を学び、字を書く時に一字一字考えて書くようになった。
　　イ書道で気持ちにゆとりができて、日本文化は安らげる素晴らしい文化だと思った。
　　ウ日本文化を学んで日本生活を楽しみながらできたらいいなと思った。（留学生）
　　エ普通は学べない（着付け）ことなので、茶道と関連して学べてよかった。
６）インターネット情報（日本文化シラバス）から読み取る。
①　講義形授業では、確かに幅広い分野にわたって日本文化の要点の知識の伝達はできる。
　しかし、高度な言語による講義内容を受容できる学生でなければ無理があると思われた。
②　演習形授業では、具体的な実技の学習をしながら、その中で必要な物品の名称 ･歴史 ･使い方
などの学習がなされている。これは単なる知識の獲得ではなく、知識の基になっている背景から
の学習を体験的に学ぶ点に意義があると思われた。
（３）結果の考察
１）科目の開設目的の再確認と検討
　　授業のねらいとしては「日本文化を代表する内容を題材として取り上げ、すべての学生が日本
文化について学び、考えること」を目的として開設された。1年目は華道、書道、和服、琴、折り紙、
香草の 6分野を取り上げたが、2年目に香草に代えて囲碁を取り上げた。分野によっても違うが、
基本的には①日本文化の特色（歴史 ･基本精神）②文化と道具　③基本実技　④発展実技　④英
語での伝達表現　⑤実技の発表の内容を取り扱うようにお願いして、各分野別の授業概要を作成
してもらった（参考例表７）
　　他大学等の日本文化のシラバスを参考にして考えると、日本人学生と留学生とが同時受講のク
ラスの中では、やはり講義形式の授業には無理があり、演習形式をとりながらも必要により講義
形式も取り入れた授業が望ましく、現在の形式の授業でよいと判断した。
２）科目として取り上げる日本文化の分野の再検討
教養科目「日本文化研究」についての調査結果と授業改善についてⅠ
—43—
　　学生に調査した結果として興味関心が比較的高かった分野としては、三味線、日本人形（こけし）、
和食（和菓子）、競技として柔道などがあったが、いずれも授業として実施することは簡単ではな
く、現在の 6分野が妥当な選択でしばらくは現状での授業としたい。
３）授業の取り扱い内容の再検討
　　上記１）の①～⑤の内容の学習を予定して授業展開してもらったが、後期 15 回（実質 14 回最後
は発表会）という時間的制約の中では、欲張ったことはできず焦点を絞って目的達成を図らなけ
ればならない。
　　この観点からすると、④の英語での伝達表現などは、特別講師でも配置しなければできないこ
とであり、削除したがよいと考えた。また、①の文化の歴史や精神については、第 1時間目に各
分野において、講義がなされているが、これを全分野まとめて全体での講義にしてはどうかとの
担当講師からの提案もあった。しかし、各分野の独自性もあり、第 1回目の授業はやはり、各分
野の授業の導入的な取り扱いが必要であり、分野ごとに可能なかぎり歴史・精神面の講話をする
ことにしたい。不足の部分は残り１４回の授業の中で適宜説明していくことで何とか目的達成を
図りたい。
４）授業の方法についての再検討
					日本人学生と留学生が同席受講し、さらに 1年生と 2年生が同席受講するという特殊な受講生集
団の授業であるため、どのような学習形態でどのような方法での授業がよりよい学習を可能にす
るか、工夫を要するところである。これまでの工夫について検討してみたい。
ア　学習形態については、原則として① 1・2 年の交流ができる学習形態（グループ編成）、②日本
人学生と留学生の交流ができる学習形態を考えての授業展開がなされた。①については 1･2 年生
の交流学習という程度であるが、②については 1年留学生の日本語能力の低い学生の学習を確か
なものにするためには不可欠な学習形態であった。この点ではクラス内のグループ編成に対する
クラスアドバイザーの助言を確実にしていきたい。
イ　教材の取り扱いについては、言語や文字による指導伝達だけでは困難な面もあり、なるべく実
物の提示及びその具体的な操作を示して理解を確実なものにしている。これをさらに高めるため
には、適切な視聴覚教材があればそれを活用したいし、もし適切なものがない場合は授業をビデ
オ撮影しておき、うまく編集することによって、理解が難しい部分の説明の補助に役立てること
ができればと考える。
５）学習成果の発表についての検討
　　学習した成果は単に分野別受講者の鑑賞にとどめるのではなく、できれば学内に展示して一般
学生の目にもふれることができるようにすることが望ましい。現在は、華道、書道、折り紙の作
品展示はなされている。しかし、この展示も単に学内美化・情操的な役割に終わっていて、製作
者へ戻ってくるもの（感想・批評や激励など）が現状ではない。この面では展示に工夫を加えて、
見学者の感想・批評や激励が書けるような方法に改善していきたい。
　着付け、囲碁、琴では、最後の全体発表のみで毎回の発表など、現在はしていないが、工夫次第
では発表できると思う。
例：ア着付けでは写真に記録しては発表する。イ囲碁対局の記録を発表して、見学者の作戦の考え
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を聞く。ウ琴はビデオ撮影して、ラウンジで放映する。そして感想などを書いてもらう。
Ⅳ．まとめ
　　毎日テレビ・ラジオ・映画・雑誌、そしてインターネットを通して洪水のように流入してくる
外国文化に対して、伝統的な日本文化をどのように護り継承し、さらに発展させて外国へ発信し
ていくか、現代に生きる若者たちの課題は大きい。
　　この課題に対して、まず学生が日本文化の特徴（長所）を体験的に学び、外国文化を無批判に受
け入れることなく、比較検討して取捨選択できる能力を身につけることが望まれ、日本文化の継
承者である認識をもち、さらには日本文化の良さを世界へ発信できるようになることをこの科目
の究極の目的としている。この観点から 2年間の授業を調査した結果から判明したこと、及び改
善への取り組みをまとめると以下のようにまとめられる。
１）本学教養教育のメインである茶道文化の教育だけではなく、他の分野についても日本文化の一部
にふれ、様々な体験を通して日本文化の学習ができていることは意義があることであり、十分で
はないにしてもある程度の目標達成の評価はしてよいといえる。特に留学生にとっては貴重な体
験になり、日本理解の出発点の役割を果たしている。
２）教養科目としての日本文化研究で取り上げる分野、内容、方法としては、現在の授業形態で大き
な問題はなく、ほぼ現状を継続していき、より効果的な学習の充実に努めていきたい。
　しかし詳細な部分で改善を考えたい点としては次の５点である。
①　日本文化の歴史や基本精神については、2回目以降の実践的な授業の中でも、具体的な事例等を
通して理解させていく努力が望まれる。
②　授業目的の「日本文化を英語で外国人に説明」ということは、僅か 15 回の授業という時間的な
こと及び担当外部講師の関係から無理であり、この内容の取扱いは削除する。
③　学習形態については、今年度の方法でうまく活動がなされているので、グループ作成をより綿
密な計画で具体的に取り組みたい。このためには、各クラスアドバイザーの適切な情報の提供を
うけ、担当講師との協議をもちたい。	
　　日本人学生と留学生との交流については、その趣旨をよく理解させ、相互交流が継続的に実践
できるように働きかけていきたい。
④　指導に有効で適切な視聴覚教材があるか探索し、適切なものがなければ自作教材を作成するた
めのビデオ教材作りの計画を次年度の課題にしたい。
⑤　学習成果の発表については、最後の全体発表会は 19 年度の問題点を 20 年度は改善できたので、
より充実した内容にしていく努力を続ければいいと考える。ただし、各回の授業における学習成
果の発表については、各分野で課題として工夫して取り組み、成果が公表できて製作者に何らか
の還元（講評・感想・意見など）が期待できるものにしたい。
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